
　

美
郷
町
の
魅
力
の
発
信
や
、
町
づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

美
術
評
論
家
の
高
階
秀
爾
さ
ん
、
北
都
銀
行
取
締
役
会
長
の
町
田
睿
さ
ん
、
日
本

学
士
院
会
員
の
佐
々
木
毅
さ
ん
、
絵
本
作
家
の
永
田
萠
さ
ん
の
４
名
に
美
郷
大
使

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
美
郷
大
使
で
あ
る
町
田
睿
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

美郷大使
メッセージ

美郷大使

千
屋
小
学
校
の
こ
と
な
ど
町
　
田
　
　
　
睿

ま
ち

だ

さ
と
る

　
幼
い
時
の
記
憶
、
そ
れ
も
乳
離
れ
し
た
か
ど

う
か
も
わ
か
ら
な
い
頃
の
記
憶
な
ど
当
て
に
な

ら
な
い
が
、
私
の
記
憶
で
一
番
古
い
も
の
は
、

旧
千
屋
小
学
校
の
小
使
室
で
若
い
男
の
先
生
に

追
い
か
け
ら
れ
て
、
必
死
で
逃
げ
回
っ
た
記
憶

で
あ
る
。

　
私
が
生
ま
れ
た
の
は
、
両
親
が
共
に
千
屋
小

学
校
に
奉
職
し
て
い
た
昭
和
13
年
2
月
で
あ
る
。

新
婚
間
も
な
い
若
い
夫
婦
の
同
職
を
許
し
た
粋

な
計
い
で
、
母
は
私
を
生
ん
で
も
退
職
せ
ず
に

働
い
て
い
た
よ
う
だ
。
普
段
は
子
守
に
赤
児
の

面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
、
昼
時
に
は
小
使
室
で

母
が
乳
を
含
ま
せ
て
い
た
と
の
こ
と
だ
。
小
使

室
で
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始
め
て
い
た
私
を
、
若

い
先
生
が
面
白
が
っ
て
チ
ョ
ッ
カ
イ
を
出
し
た

の
だ
と
思
う
。
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
私
を
怖
が
ら
せ

て
い
た
顔
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
父
が
昭
和
15
年
4
月
に
旧
制
秋
田
中
学
に
転

勤
し
、
母
は
川
尻
小
学
校
へ
異
動
、
一
家
は
秋

田
市
に
移
り
住
ん
で
、
以
来
千
屋
村
と
の
縁
は

切
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
二
度
目
の
生
れ
在
所
の
記
憶
は
、
私
が
東
京

の
大
学
へ
進
学
し
た
年
の
夏
休
み
に
、
父
が
千

屋
村
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
。
間
借
り
し
て

い
た
農
家
を
訪
ね
た
が
、
当
時
世
話
に
な
っ
た

家
主
は
亡
く
な
っ
て
代
替
わ
り
し
て
い
た
。
高

名
な
坂
本
東
嶽
の
田
園
都
市
構
想
で
つ
く
ら
れ

た
松
並
木
と
杉
並
木
の
交
差
す
る
辺
り
に
あ
る

小
学
校
の
周
囲
を
、
な
つ
か
し
そ
う
に
散
策
し

て
、
「
お
前
は
、
あ
の
真
昼
山
を
見
て
育
っ
た

ん
だ
」
と
、
山
の
由
来
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
父
母
が
結
婚
し
て
新
し
い
人
生
を
始
め
た
の

は
、
丁
度
日
中
戦
争
が
始
っ
た
頃
で
あ
っ
た
か

ら
、
や
が
て
太
平
洋
戦
争
、
そ
し
て
敗
戦
、
食

糧
不
足
に
苦
し
ん
だ
戦
後
と
、
生
き
る
こ
と
が

難
儀
な
時
代
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、

私
を
先
頭
に
4
人
の
息
子
を
生
み
育
て
て
く
れ

た
。

　
「
故
郷
は
、
遠
く
に
在
り
て
想
う
も
の
」
と

い
う
。
私
に
と
っ
て
は
、
人
生
の
出
発
地
点
が
、

時
の
経
過
と
共
に
、
い
よ
い
よ
な
つ
か
し
さ
が

込
み
上
げ
て
く
る
。
千
屋
小
学
校
は
2
回
の
建

替
を
経
て
、
平
成
25
年
3
月
、
1
3
4
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
た
と
い
う
。
感
無
量
で
あ
る
。

　昭和13年、旧千屋村生まれ。東
京大学法学部を卒業後、富士銀行
に入行。同行常務取締役を経て、
平成7年に庄内銀行代表取締役頭取。
平成21年から北都銀行取締役会長
ならびにフィディアホールディング
ス取締役会議長。千葉県在住。

町田 　睿さん
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では平成２６年４月１日から、美郷町公共施設再編計画で地域コ
ミュニティセンターに転用するとしていた「もとだて児童館」「い

きいき館」「ふれあいセンター」の名称を変更するとともに、六郷東根
コミュニティセンターを含めた管理運営体制を次のように変更します。
なお、施設の使用時間、休館日等に変更はありませんので、これまで
どおり多くの皆さまのご使用をお願いします。

　本館、鑓田、六郷東根の各コミュニティセンターにつ
いては、これまでどおり全町的な使用ができるほか、施
設が立地する周辺地域（行政区）の住民の学習、集会等
の場としての使用を充実させます。そのため、施設の使
用申込・鍵の貸出しを地域の方にお願いし、より使用し

やすい施設運営をしていきます。
　住民活動センターについては、これまでどおり住民の
活動、集会等の場として、全町的な利用を主として施設
運営をしていきます。

・もとだて児童館
・いきいき館
・ふれあいセンター
・六郷東根コミュニティセンター施設の名称と

管理運営体制が
変わります

美郷町もとだて児童館

美郷町いきいき館

美郷町六郷東根コミュニティセンター

美郷町ふれあいセンター

平成26年３月31日まで

美郷町本館コミュニティセンター

美郷町鑓田コミュニティセンター

（変更なし）美郷町六郷東根コミュニティセンター

美郷町住民活動センター

申込先●佐藤 ケイ子さん
住　所●美郷町六郷字八幡
　　　　１０５番地（佐藤商店）
電　話●８４－１０６８

申込先●藤井 伊三郎さん
住　所●美郷町鑓田字庚塚
　　　　１番地３
電　話●８４－0063

申込先●藤原 一男さん
住　所●美郷町六郷東根字鎧ケ崎
　　　　１０２番地２
電　話●８４－３３６２

申込先●住民活動センター
住　所●美郷町畑屋字街道東
　　　　１４４番地
電　話●８６－７８９９

平成26年４月１日から

平成26年４月１日から

■施設の名称

■施設の使用申込・使用料金

福祉保健課

中央ふれあい館

学友館

ふれあいセンター
北ふれあい館

もとだて児童館
（本館コミュニティセンター）

いきいき館
（鑓田コミュニティセンター）

六郷東根
コミュニティセンター

ふれあいセンター
（住民活動センター）

平成26年３月31日まで

申し込み 使用料使用料

有料

有料

無料

申し込み
施　設　名

町

平成２６年４月から
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